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防災研究会 第I期出版記念

コンサルタンツ北海道 第82号

㈱日本技術士会北海道支部

北海道技術士センター 防災研究会

『技術士からの提言一地震災害に備えて』の購買予約のご案内

薗概要駕

第1章 防災研究会の概要

第2章 情報系部会報告

“災害情報の共有化に向けて"

1.災害時の情報の現状と課題

2.防災情報の先進寧例

3.災害時における情報対応の今後の方向

第3華 地盤系部会報告

“地震による地盤災害の予防をめざして"

1.総論

2.ハザードマップ整備に関する検討

3.地震地盤災害予測評価システムの検討

4.地盤災害の予防・対策

第4章 交通系部会報告

“災害に強い交通ネットワークへの提言〃

1.北海道における札幌圏の役割

2.防災面から見た札幌の道路の現状と課題

3.市民の防災意識調査

4.総合交通ネットワークへの提言

第5章 都市系部会報告

“積雪・寒冷地における安全なまち(都市)づくり〃

1.積雪寒冷砲域における安全・安心都市づくり

2.冬期防災におけるライフラインの課題とあり方

3.住区防災拠点計画の実際

第6章 水工系部会報告

“北海道における巨大地震と河川総合防災のあり方"

1.地震災害と河川

2.積雪寒冷地における防災対策

3.地震津波と防災対策

幹事長 松井 義孝(建設)

部会長 加治屋安彦(建設)

部会長 高橋 輝明(応理)

部会長 花田 寅吉(建設)

部会長 高橋 徹男(水道)

部会長 瀬川 明久(建設)

研修報告 ㈲日本技術士会北海道支部・北海道技術士センター30周年語念事業

“米国西海岸の研修旅行から学ぶもの〃 3つのWhy

北海道技術士センター副会長 大島 紀房(応理)

㈲日本技術士会北海道支部 北海道技術士センター 防災研究会事務局宛

販売書籍『技術士からの提言一地震災害に備えて』

申込部数 部(単価5,000円)

氏 名:

勤務先名:

Fax(011)801-1618

Tel (O11)801-1617

(技術士の方は 部門)

送付先住所:

Tel : Fax :

※冊子「地震災害に備えて-技術士からの27の提言」 (36ぺ-ジ)は、無料配布致します。
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